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§1 一般事項 

 
 
 1－1 準拠した指針・基準等 

 
 ・建築基準法・同施行令 
 ・2015 年版 建築物の構造関係技術基準解説書  ：日本建築センター 
 ・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（2010 年版） ：日本建築学会 
 ・建築基礎構造設計指針（2001 年版）   ：日本建築学会 
 ・コンクリートブロック塀設計規準・同解説（2006 年版） ：日本建築学会 
 
 
 1－2 設計方針 

 

 ・地震時の荷重の検討において、水平震度は上部構造で k=0.5、基礎検討用で k=0.3 とする。 
 ・暴風時の荷重の検討において、地表面粗度区分Ⅲ、基準風速 V0=38m/s とする。 
 ・地盤の許容支持力は、長期で 50kN/m2、短期で 100kN/m2とする。 
 
 
 
 1－3 材料の許容応力度・材料強度 

 

a.コンクリートの許容応力度（N/mm2） 

採 

 

 

 

用 

応力種別 

 

 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧  縮 引張り せん断 圧  縮 引張り せん断 

― Fc － 

Fc/30 かつ 

（0.49+Fc/100）

以下

長期に対す

る値の 2倍 
－ 

長期に対す

る値の 1.5倍

● Fc＝21 7 － 0.70 14 － 1.05 

注）軽量（１・２種）コンクリートのせん断の値は、普通のコンクリートの 0.9 倍とする． 

 

b.コンクリートブロックの許容応力度（N/mm2） 

採 

 

 

 

用 

応力種別 

 

 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧  縮 引張り せん断 圧  縮 引張り せん断 

― Fc － － 
長期に対す

る値の 2倍 
－ － 

● 
HB-3SER/190  

190×190×120 

16.3 － － 32.6 － － 
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c.鉄筋の許容応力度（N/mm2） 

採 

 

用 

応力種別 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧 縮 引張り せん断 せん断補強 圧 縮 引張り せん断 せん断補強

● 
鉄

筋 
SD295A 195 195 － 195 295 295 － 295 

 

d.コンクリートの材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 付    着 

● Fc＝21 21 － 2.1 2.1 

 

e.コンクリートブロックの材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 付    着 

● HB-3SER/190 48.9 － － － 

 

f.鉄筋の材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 せ ん 断 補 強 

● 
鉄 

筋 
SD295A 295 295 － 295 

 

g.異形鉄筋のコンクリートに対する許容付着応力度（N/mm2） 

採

用 

材料 異  形  鉄  筋   

種別 

コンクリート 

長 期 短 期 長 期 短 期
長期 短期

上端筋 その他 上端筋 その他 上端筋 その他 上端筋 その他

● Fc＝21 1.40 2.10 2.10 3.15       

注）上端筋とは、曲げ材にあってその鉄筋の下に30cm以上のコンクリートが打ち込まれる場合の水平鉄筋をいう． 

 

h.地盤の許容地耐力度（kN/㎡） 

場     所 地  盤  の  種  類 長   期 短   期 

基礎下端 砂 質 土 50 100 
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